
無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 設計製図３ （Atelier Practice of  Design and Drawing 3） 到達目標の観点 到達目標

2023年度 授業シラバスの詳細内容

10点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 3 年 / 前期

ナンバリングコード L30308
　大分類 / 難易度
　科目分野

建築学科 専門科目 / 応用レベル
建築設計製図

【関心・意欲・態度】
①計画的に制作し、期限までに作品を完成させることができ
る。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】 ②設計製図の基礎知識が身に付いている。

コース選択必修：建築設計コース、住居・インテリアコース
選択：建築工学コース、環境地域（まち）コース、環境地域（社会）コース

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

③効果的なプレゼンテーションと発表をすることができる。 25点 25点

20点

住居論、建築計画１、建築計画２、設計製図１、設計製図２　など

授業コード L030801 　クラス名 -

担当教員名 近藤　正一、島岡　成治、西村　謙司、光浦　高史、三浦　逸朗、石井　翔大

（３）アクティブ・ラーニング 「実習、フィールドワーク」

履修上の注意、
履修条件

２年後期の住居論及び建築計画２を受講することをお勧めします。
各課題の担当指導教員によるエスキスチェックが学習の中心となります。これを受けない者の課題
提出は認められません。また、提出期限は厳守してください。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
原則として毎回、講義の最後に授業内容について課題を出します。
提出をもって出席に代えますので、課題が課されたら、かならず提出してください。達成水準の目安は以下の通りです。
［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。
課題のフィードバック方法については、次回以降の授業中に講評・解説を行います。

教科書

【思考・判断・創造】

④二世帯住宅の計画を理解し、諸条件に基づいた提案により
設計することができる。⑤美術館の計画を理解し、諸条件に
基づいた提案により設計することができる。 20点

コンパクト建築設計資料集成（丸善）日本建築学会編

参考文献及び指定図書
建築設計課題のプレゼンテーションテクニック（彰国社）吉田研介著
ほか、随時紹介します。

関連科目

地域志向科目 カテゴリー Ⅱ：地域での体験交流活動を教育内容に含む科目

実務経験のある教員に
よる授業科目

光浦高史
本授業の設計製図に関連する実務経験として建築設計事務所を主催（建築家として実務を踏まえ
た設計指導を行う）。

○その他

授業の目的

設計製図１、２で培われた基礎的な設計能力を発展させることを目的とし、建築・空間デザインのた
めに必要不可欠となる基本的知識と基礎的能力のさらなる充実を図ります。

活動内容を学科トピックスサイトに掲載することがあります。
https://architecture.nbu.ac.jp/

授業の概要

設計製図３では、特に、空間創造・表現能力を重視し、二世帯住宅や美術館など、平面構成や空間
構成において、そこで展開される生活行為の内容や機能構成、運営方式など前提条件に対する充
分な理解が必要な設計課題の設計演習を行うことによって、建築設計の基本的知識と基礎的能力
の充実を図ることを目的とします。家族、特に三世代が共に住む家族の生活の在り方や、不特定多
数の人々の動線や美術作品の展示の在り方など、その前提条件を理解してもらい、敷地の充分な
読みとりと効果的な配置計画、機能的な平面計画、合理的な構造計画、明確に意図され秩序づけ
られ空間構成、適切な図面表現などに関する諸能力を習得するよう指導します。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「実験実習形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「複数クラス方式」



科 目 名 授業コード L030801 科 目 名 授業コード L030801
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間
約2時間

2023年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

二世帯住宅の設計１－課題説明１ 二世帯住宅の設計５－図面と模型の作成２−１

○授業計画
設計製図３ （Atelier Practice of  Design and Drawing 3）

○授業計画
設計製図３ （Atelier Practice of  Design and Drawing 3）

近藤　正一、島岡　成治、西村　謙司、光浦　高史、三浦　逸朗、石井　翔大 近藤　正一、島岡　成治、西村　謙司、光浦　高史、三浦　逸朗、石井　翔大

復習 課題説明を踏まえ、住宅建築について既往事例を調査する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。

二世帯住宅の設計１－課題説明２ 二世帯住宅の設計５－図面と模型の作成２−２

市街地に建つ二世帯住宅（木造）の課題説明を行います。課題の目的、場所、敷地形状、建築内容及び提出図面、提出期
限について説明します。全体説明の後、各担当教員の指導方針とスケジュールが説明されます。また、必要に応じて、日本
及び西洋の＜住まい＞のいくつかの例を紹介します。

三面図およびスタディ模型の制作によって、全体及び各室の空間デザインを仕上げます。特に立面図や断面図、模型によっ
て、高さに対する考え方やヴォリュームのとらえ方、光の取り方など立体的デザインを重視します。必要に応じて、第２〜４回
の見直しが行われます。

予習 住宅建築について、事前に調査しておく。 予習 基本構想、基本計画、基本設計を総合的にまとめ、発表する準備を行う。

復習 課題説明を踏まえ、住宅建築について既往事例を調査する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。

二世帯住宅の設計２－敷地調査と家族像の把握１ 二世帯住宅の設計６－図面と模型の完成１

市街地に建つ二世帯住宅（木造）の課題説明を行います。課題の目的、場所、敷地形状、建築内容及び提出図面、提出期
限について説明します。全体説明の後、各担当教員の指導方針とスケジュールが説明されます。また、必要に応じて、日本
及び西洋の＜住まい＞のいくつかの例を紹介します。

三面図およびスタディ模型の制作によって、全体及び各室の空間デザインを仕上げます。特に立面図や断面図、模型によっ
て、高さに対する考え方やヴォリュームのとらえ方、光の取り方など立体的デザインを重視します。必要に応じて、第２〜４回
の見直しが行われます。

予習 住宅建築について、事前に調査しておく。 予習 基本構想、基本計画、基本設計を総合的にまとめ、発表する準備を行う。

復習 分析・調査をふまえて、設計コンセプトを考える。敷地周辺のヴォリューム模型を作成する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。プレゼンテーションを

二世帯住宅の設計２－敷地調査と家族像の把握２ 二世帯住宅の設計６－図面と模型の完成２

地形や自然環境、周辺の街並みや街路形態など、敷地及びその周辺の現状調査と分析を行います。また、三世代の家族像
を設定し、その住まいの設計に当たって課題となる内容を考察することによって、各自の住まいのテーマを見つけだします。

提出のための模型と図面を仕上げます。ここでは、各自の設計内容とコンセンプトを適切に表現するためのプレゼンテーショ
ンが求められ、さまざまな模型制作方法や図面表現方法、図面への写真の取り込み、ＣＡＤやＣＧの利用などが指導されま
す。

予習 敷地分析、既往事例調査を報告するための準備。 予習 基本構想と基本計画にもとづいたエスキース模型と図面を仕上げる。

復習 分析・調査をふまえて、設計コンセプトを考える。敷地周辺のヴォリューム模型を作成する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。プレゼンテーションを

二世帯住宅の設計３－全体像のデザイン１ 二世帯住宅の最終チェックおよび講評会１

地形や自然環境、周辺の街並みや街路形態など、敷地及びその周辺の現状調査と分析を行います。また、三世代の家族像
を設定し、その住まいの設計に当たって課題となる内容を考察することによって、各自の住まいのテーマを見つけだします。

提出のための模型と図面を仕上げます。ここでは、各自の設計内容とコンセンプトを適切に表現するためのプレゼンテーショ
ンが求められ、さまざまな模型制作方法や図面表現方法、図面への写真の取り込み、ＣＡＤやＣＧの利用などが指導されま
す。

予習 敷地分析、既往事例調査を報告するための準備。 予習 基本構想と基本計画にもとづいたエスキース模型と図面を仕上げる。

復習 設計コンセプト、基本方針をふまえ、基本構想をまとめる。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

二世帯住宅の設計３－全体像のデザイン２ 二世帯住宅の最終チェックおよび講評会２

敷地全体に対する配置の基本コンセプトを設定し、各自のテーマに沿った住宅の全体像を、シュマ図やゾーニング図を描き
ながらデザインします。この際、既存の住宅建築の事例などを積極的に参照し、そこから学ぶことをすすめます。

作品の出来映えを採点します。建築単体としての完成度はもとより、周辺環境との調和、提案を伝える表現の詳細について
指導を受けます。また、各自の模型と図面が展示され、講評会が行われ、他の学生の意見や教員からのアドバイスを受けま
す。

予習 敷地周辺のヴォリューム模型をもとに、住宅設計の基本方針を発表するための準備。 予習 課題提出。講評会で口頭発表するための準備。

復習 設計コンセプト、基本方針をふまえ、基本構想をまとめる。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

二世帯住宅の設計４－図面と模型の作成１−１ １週間課題（外部講師による設計講習）１

敷地全体に対する配置の基本コンセプトを設定し、各自のテーマに沿った住宅の全体像を、シュマ図やゾーニング図を描き
ながらデザインします。この際、既存の住宅建築の事例などを積極的に参照し、そこから学ぶことをすすめます。

作品の出来映えを採点します。建築単体としての完成度はもとより、周辺環境との調和、提案を伝える表現の詳細について
指導を受けます。また、各自の模型と図面が展示され、講評会が行われ、他の学生の意見や教員からのアドバイスを受けま
す。

予習 敷地周辺のヴォリューム模型をもとに、住宅設計の基本方針を発表するための準備。 予習 課題提出。講評会で口頭発表するための準備。

復習 基本構想をもとに、コンセプトに基づいた基本計画、基本設計に着手する。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

二世帯住宅の設計４－図面と模型の作成１−２ １週間課題（外部講師による設計講習）２

配置図や平面図、スタディ模型などによって、ゾーニングや各空間とのつながり、空間の適切な寸法計画とスケール感、及
び適切な構造計画などに留意したデザインを行います。必要に応じて、見直しが行われます。

これまでの取り組みを踏まえ、さらに発展的な課題に取り組むための事前準備として位置付けられる、外部講師の出題によ
る実践的な小課題に取り組みます。いわば縦に積み上げられた知識を横の視点から見つめ直すことと、新たな視座を得るた
めの絶好の機会です。

予習 基本構想をもとに、作品の構造、構法、空間構成、動線計画、シークエンスの計画などをまとめる。 予習 課題内容について、事前に調査しておく。

復習 基本構想をもとに、コンセプトに基づいた基本計画、基本設計に着手する。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

配置図や平面図、スタディ模型などによって、ゾーニングや各空間とのつながり、空間の適切な寸法計画とスケール感、及
び適切な構造計画などに留意したデザインを行います。必要に応じて、見直しが行われます。

これまでの取り組みを踏まえ、さらに発展的な課題に取り組むための事前準備として位置付けられる、外部講師の出題によ
る実践的な小課題に取り組みます。いわば縦に積み上げられた知識を横の視点から見つめ直すことと、新たな視座を得るた
めの絶好の機会です。

予習 基本構想をもとに、作品の構造、構法、空間構成、動線計画、シークエンスの計画などをまとめる。 予習 課題内容について、事前に調査しておく。



科 目 名 授業コード L030801 科 目 名 授業コード L030801
担当教員 担当教員

17. 25.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

18. 26.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

19. 27.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

20. 28.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

21. 29.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

22. 30.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

23. 31.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

24. 32.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間復習 基本構想をもとに、コンセプトに基づいた基本計画、基本設計に着手する。 復習 指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

三面図およびスタディ模型の制作によって、全体及び各室の空間デザインを仕上げます。特に立面図や断面図、模型によっ
て、高さに対する考え方やヴォリュームのとらえ方、光の取り方など立体的デザインを重視します。

それぞれの課題について、学生によって必要に応じて、提出後の図面や模型の手直しや見直しについての助言、今後の学
習課題などについて指導します。また、建築設計やインテリアデザイン全般について質問を受けつけます。

予習 基本構想をもとに、作品の構造、構法、空間構成、動線計画、シークエンスの計画などをまとめる。 予習 提出後の図面や模型の手直しや見直しを行う。

復習 基本構想をもとに、コンセプトに基づいた基本計画、基本設計に着手する。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

美術館の設計４－図面と模型の作成２−２ 補習２

三面図およびスタディ模型の制作によって、全体及び各室の空間デザインを仕上げます。特に立面図や断面図、模型によっ
て、高さに対する考え方やヴォリュームのとらえ方、光の取り方など立体的デザインを重視します。

それぞれの課題について、学生によって必要に応じて、提出後の図面や模型の手直しや見直しについての助言、今後の学
習課題などについて指導します。また、建築設計やインテリアデザイン全般について質問を受けつけます。

予習 基本構想をもとに、作品の構造、構法、空間構成、動線計画、シークエンスの計画などをまとめる。 予習 課題提出。講評会で口頭発表するための準備。

復習 設計コンセプト、基本方針をふまえ、基本構想をまとめる。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

美術館の設計４－図面と模型の作成２−１ 補習１

全体空間構成をもとに、配置図や平面図、スタディ模型などにより、効果的で周囲の景観にふさわしい敷地計画、全体の
ゾーニングや各空間とのつながり、空間の適切な寸法計画とスケール感、及び適切な構造計画などに留意したデザインを行
い、必要に応じて見直しが行われます。

各自の模型と図面が展示され、講評会が行われます。講評会は、学生の口答によるプレゼンテーションの後、質疑応答と討
論会の形式で行われますが、全出席学生に発言権があり、学生自身の発言力が試される場でもあります。

予習 敷地周辺のヴォリューム模型をもとに、美術館設計の基本方針を発表するための準備。 予習 課題提出。講評会で口頭発表するための準備。

復習 設計コンセプト、基本方針をふまえ、基本構想をまとめる。 復習 講評会での指摘をふまえ、作品をポートフォリオにまとめていく。

美術館の設計３－図面と模型の作製１−２ 美術館の講評会２

全体空間構成をもとに、配置図や平面図、スタディ模型などにより、効果的で周囲の景観にふさわしい敷地計画、全体の
ゾーニングや各空間とのつながり、空間の適切な寸法計画とスケール感、及び適切な構造計画などに留意したデザインを行
い、必要に応じて見直しが行われます。

各自の模型と図面が展示され、講評会が行われます。講評会は、学生の口答によるプレゼンテーションの後、質疑応答と討
論会の形式で行われますが、全出席学生に発言権があり、学生自身の発言力が試される場でもあります。

予習 敷地周辺のヴォリューム模型をもとに、美術館設計の基本方針を発表するための準備。 予習 課題提出。講評会で口頭発表するための準備。

復習 分析・調査をふまえて、設計コンセプトを考える。敷地周辺のヴォリューム模型を作成する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。プレゼンテーションを

美術館の設計３－図面と模型の作製１−１ 美術館の講評会１

美術館設計のための基礎的データと各自の設定した内容にふさわしい美術館を設計するために参考となる実例や設計例を
収集し、それらを参考にしながら、空間構成の全体的シェマを作成、提示します。シェマは、図面、スケッチ、もしくは模型で作
成します。

提出のための模型と図面を仕上げます。ここでは、各自の設計内容とコンセプトを適切に表現するためのプレゼンテーション
が求められ、さまざまな模型制作方法や図面表現方法、図面への写真の取り込み、ＣＡＤやＣＧの利用などが指導されま
す。

予習 敷地分析、既往事例調査を報告するための準備。 予習 基本構想と基本計画にもとづいたエスキース模型と図面を仕上げる。

復習 分析・調査をふまえて、設計コンセプトを考える。敷地周辺のヴォリューム模型を作成する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。プレゼンテーションを

美術館の設計２－美術館の資料収集と全体空間構成の提示２ 美術館の設計６－図面と模型の完成２

美術館設計のための基礎的データと各自の設定した内容にふさわしい美術館を設計するために参考となる実例や設計例を
収集し、それらを参考にしながら、空間構成の全体的シェマを作成、提示します。シェマは、図面、スケッチ、もしくは模型で作
成します。

提出のための模型と図面を仕上げます。ここでは、各自の設計内容とコンセプトを適切に表現するためのプレゼンテーション
が求められ、さまざまな模型制作方法や図面表現方法、図面への写真の取り込み、ＣＡＤやＣＧの利用などが指導されま
す。

予習 敷地分析、既往事例調査を報告するための準備。 予習 基本構想と基本計画にもとづいたエスキース模型と図面を仕上げる。

復習 課題説明をふまえ、敷地調査、美術館の既往事例を調査する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。

美術館の設計２－美術館の資料収集と全体空間構成の提示１ 美術館の設計６－図面と模型の完成１

美術館の課題説明を行います。また、地形や自然環境、周辺の街並みや街路形態など、敷地及びその周辺の現状調査と分
析を行います。また、各自が設計する「美術館」の展示内容やそれ以外の活動内容など基本的性格について、現状とともに
様々な例を参考にします。

三面図およびスタディ模型の制作によって、全体及び各室の空間デザインを仕上げます。特に立面図や断面図、模型によっ
て、高さに対する考え方やヴォリュームのとらえ方、光の取り方など立体的デザインを重視します。

予習 「大分市美術館」、「大分県立美術館」について、『新建築』を参照し、事前に調査しておく。 予習 基本構想、基本計画、基本設計を総合的にまとめ、発表する準備を行う。

復習 課題説明をふまえ、敷地調査、美術館の既往事例を調査する。 復習 授業中に指摘された問題点を解決する糸口を探求し、解決案を提示する方針を考える。

美術館の設計１－課題説明と敷地調査２ 美術館の設計５－図面と模型の作成３−２

美術館の課題説明を行います。また、地形や自然環境、周辺の街並みや街路形態など、敷地及びその周辺の現状調査と分
析を行います。また、各自が設計する「美術館」の展示内容やそれ以外の活動内容など基本的性格について、現状とともに
様々な例を参考にします。

三面図およびスタディ模型の制作によって、全体及び各室の空間デザインを仕上げます。特に立面図や断面図、模型によっ
て、高さに対する考え方やヴォリュームのとらえ方、光の取り方など立体的デザインを重視します。

予習 「大分市美術館」、「大分県立美術館」について、『新建築』を参照し、事前に調査しておく。 予習 基本構想、基本計画、基本設計を総合的にまとめ、発表する準備を行う。

学修内容 学修内容

美術館の設計１－課題説明と敷地調査１ 美術館の設計５－図面と模型の作成３−１

2023年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
設計製図３ （Atelier Practice of  Design and Drawing 3）

○授業計画
設計製図３ （Atelier Practice of  Design and Drawing 3）
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